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本屋 反物屋 
足袋屋 

（山之口筋） 

神明神社 

勧進相撲 

母衣武者 

（大道筋/紀州街道） 

南蛮衣装 

（大阪湾） 

質屋 薬屋 漆器屋 

小間物屋 

宿院御旅所 

 戦国時代からえ戸時代のはじめ（約400年前）、梅雨や夏にはものすごく伝せん病が流行りました。住吉(すみよし)のお祭りは、大さかの町全体を清めるための「お祓(はら)い祭り」。
住吉(すみよし)大社から堺(さかい)の宿院御旅所(おたびじょ)まで神輿(みこし)がわたり、堺(さかい)の町人たちによる南蛮(ばん)人の仮装(かそう)や戦国武将（ぶしょう）の母衣武者(ほ
ろむしゃ)などがにぎやかにパレードします。  

糸屋 

（御祓道） 

火縄銃隊 


